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委員会報告

主な質疑内容 平成２６年第 3回定例会関係（平成 26 年 6 月 11 日）

委 員 会 活 動 報 告委 員 会 活 動 報 告

総務文教常任委員会

今年度から納税の記念品目を増やし、大幅に件数が増えたふるさと納税

企画部関係
Ｑ　ふるさと納税の記念品は、事業
者から送料込みで提供されるのか。
Ａ　送料込みで、事業者の方から
寄付者の方に記念品を送付する。
Ｑ　今回、手数料を予算増として
いるが、その手数料は何か。その
件数の見込みは。
Ａ　今回補正増としている手数料
とは、振込み寄付者に対する振込
み手数料で、２千件分を計上して
いる。
Ｑ　ふるさと納税はどのように周
知していくのか。
Ａ　札幌でのオータムフェスタや
雪まつり等でチラシを配布してい
く。またＨＰや移住促進事業で東
京や大阪で行うフェア等でも行っ
ていく。
Ｑ　ふるさと納税の記念品は、現
在の１７品目より増やしていく考
えなのか。
Ａ　現在の１７品目より更に拡充
していく考えである。追加してい
く場合は、パンフレットに追加部
分を差し込んでいく考えである。
Ｑ　前年度のふるさと納税の総額
がいくらで、現時点でいくらか。
Ａ　２５年度の実績は、293 件で
20,710 千円であった。現在６月９
日までの合計で、873 件で 14,693

千円であり、件数については、大
幅に増えている。
Ｑ　広くＰＲ出来るように、一枚
もののチラシを作成出来ないか。
Ａ　出来るだけ周知し易いかたち
のものになるようにする。

教育委員会関係
Ｑ　当別音頭を守る会について、浴
衣は何着作るのか。会員は何人か。
Ａ　100着作る。会員は153名である。
Ｑ　踊りの手本となるＤＶＤなど
はどういった時に活用するのか。
Ａ　当別音頭を守る会が保存伝承
していく為に、正しい踊りを後世
に残していくためのものである。
Ｑ　浴衣の管理については、個人
で管理していくのか。
Ａ　踊る方は個人で管理して、50 着
は保存用として守る会で管理する。
要望　貸し出しするものは、教育
委員会ではなくて、個人と守る会
で管理してほしい。
Ｑ　財源は何であるのか。補助の
仕方はどういったものなのか。
Ａ　財源は、まちづくり基金から
充当し、当別町の補助基準に沿っ
た補助金である。
要望　補助経費とか補助内容を明
らかにして補助してほしい。
Ｑ　町の無形文化財を、教育委員

会としてどのように保存発展させ
ていくかだが、事務局の機能面で
は教育委員会で担っていくべきで
はないのか。
Ａ　教育委員会としては活動につ
いては協力していく考えであるが、
守る会事務局などへの人的な考え
はない。
Ｑ　運動会などの学校現場へ行っ
て踊るなど、伝統を伝承していく
には、教育委員会のバックアップ
も必要ではないか。
Ａ　授業の中では難しいと思うが、
教育委員会としては可能な限り、
ＤＶＤ等を有効に使って今後、次
の世代へと伝承していきたい。
Ｑ　若い世代など中学校で行う場
合については、よさこいなどの別
バージョンで考えていくのはどう
か。
Ａ　無形文化財としては別な取り
組みになる。
Ｑ　300 万円を守る会に補助する
ものであるので、それを活用する
為の活動のフォローを考えてほし
い。
Ａ　当然、フォローや支援は考え
ているが、守る会が自主的な会で
あるので、自主運営をしていくも
のと考えている。
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委員会報告

平成２６年第 3回定例会関係（平成 26 年 6 月 10 日）主な質疑内容

産業厚生常任委員会

ゆとろ横の旧道有施設解体工事が終了し、7 月から子ども発達支援セ

ンター建設工事が始まる

７月３日の状況 ７月 22 日の状況

経済部関係（道の駅関係）
Ｑ　道の駅検討委員は 10 名となって
おり、内容は農業や食に関することと
なっているが、そういうことが道の駅
の検討内容となるのか。
Ａ　基本構想の中で道の駅のコンセプ
トが食と観光をイメージしており、道
の駅の機能として大事なのは、直販の
機能である。検討委員の組織も 1 番目
に基幹産業の農業の方とそれと飲食店
の方も連携しながら、多くの人を呼び
込める食というものをテーマに議論が
進むのではないかと考えている。
Ｑ　検討委員会は、管理運営の方法等
も審議するとなっているが、そこに重
点を置いているのか。
Ａ　検討委員にはまず施設の機能、ど
ういったものを付加することで道の駅
に多くの人が来るかということをメイ
ンに検討を進めたい。
Ｑ　検討委員の選定方法は組織から選
ぶのか。関係する人を選ぶのか。また
その比率は。
Ａ　町長が色々な方の話を聴き、経験
などを加味し委嘱をする。比率は、農
業に関する方、飲食店に関する方々が
人数的に多くなるのではと考えてい
る。
Ｑ　条件として、町内に居住している
方などがあるのか。施設規模をどのく
らいにするのかというのも権限として
入っているのか。また採算面もこの検
討委員会では議論の対象になるのか。
Ａ　メンバーになっていただく方は可
能な限り町内の方で構成することが望
ましいと考えている。規模や採算につ
いて、基本計画を業務委託している業
者が計算するように指示している。
Ｑ　基本計画はいつまでに作るのか。
Ａ　１０月末までに基本計画の策定を
進めていきたい。
Ｑ　検討委員を１０名以内にした理由
は何か。検討委員会は何回開催するの
か。１０月末までに基本計画を策定す
るということは１０月末までに答申を
するということか。
Ａ　スピード感を持って早く基本計画
を整理していきたいとなると人数は
１０名程度が望ましい。１０名ですべ
てできるとは、考えていないので、検
討委員の他にアドバイザーというかた
ちで知識を持った方に参加をしていた
だき、１０名の方が中心となって、進
めたいと考えている。委員の任期は条
例では、３月末までということになっ
ているので、具体的に時間をかけて協
議をしなければならないとなった場合
には、少し時期が遅れることは想定さ
れる。

（企業立地関係）
Ｑ　条例を作って４年間経ったが実質

的な事例が発生しなかったという話
だった。新たな条例によって現実的に
こういう企業が当別町に入ってくるな
どの可能性はあるのか。近隣市町村と
比べて当別町は魅力のある条件となっ
ているのか。
Ａ　町長がトップセールスを行い、道
内、道外の企業訪問をしている。これ
により当別町に目を向けてくる企業が
何社かあり、そういった業者に聞き取
りをしながら条例の内容について検討
した。決定ではないが何社かは目を
向けてくれた。管内８市町村それぞれ
企業優遇措置を持っているが、随時見
直しをしており、さらに当別町に目を
向けてくれるような魅力ある制度とす
るために、業種、補助制度については
他の市町村に負けない内容になってい
る。
Ｑ　町長だけでなく、担当の具体的な
取り組みは。
Ａ　担当では東京でのＰＲ活動、道内
に材料を求めている企業に何社か絞っ
た経緯もある。アンケート等の調査を
した中で、自ら出向くという考え方で
予算措置をしている。
Ｑ　新設、増設の定義で、新設した後
の増設も該当するのか。町有地につい
ては、無償で貸すということか。また
水道料もどういう業種が千トン以上使
うのか。企業誘致する場合の場所の指
定はしているのか。空き地に企業が進
出する場合もあるかと思うが、その場
合も補助の対象になるのか。投資額の
２０００万円は、どういうものを指す
のか。
Ａ　町内外の方が増設しても対象にな
る。投資額については全部の経費で
ある。用地費、設備費などを含めて
２０００万円以上の事業所ということ
である。町有地は無償ではなく、賃貸
料を払っていただきながら補助をする
かたちになり、補助金として交付する。
水道料についても一度払ってもらい、
補助金を交付する。たくさん使う業種

はカット野菜の工場である。場所につ
いては、都市計画法上であれば、準工
業地域が該当になる。それ以外の場所
については農業振興地域白地地区が対
象となる。農用地を使いたい場合、法
律をクリアできる範囲であれば候補と
なる。

建設水道部関係
Ｑ　除雪車の今後の入れ変えの予定は
どうなっているのか。
Ａ　現在７台保有し、うち一部走行不
良でかなり老朽化している。これを年
次計画を立て、更新をしていきたいと
考えている。

福祉部関係（プレイハウス関係）
Ｑ　西当別プレイハウスの子どもの数
は。移設することによって時間帯の変
更などはあるのか。
Ａ　西当別プレイハウスの人数は５３
名が通所。移設にあわせての時間変更、
その他運営の変更は今年度は予定して
いない。
Ｑ　旧青少年会館の今後の活用方法
は。
Ａ　この施設は昭和４５年に建設さ
れ、老朽化も進んでいるので、解体を
基本に検討を進める方向だが、今後の
利活用について関係部署と協議をして
いく。
Ｑ　耐震の診断は受けていないのか。
Ａ　施設の構造は鉄骨ブロック造り
で、耐震の改修を行うと相当な改修経
費が見込まれる。

（子ども発達支援センター関係）
Ｑ　子ども発達支援センターについ
て、用地の購入は全面積のことか。一
部か。
Ａ　購入の面積は、全地購入で 3895.4
㎡、1180 坪となっている。
Ｑ　旧道有施設解体工事が終わってか
ら建設工事に入るのか。
Ａ　５月２７日入札を執行し、現在解
体中である。６月末で解体が終了し、
その後着工となる。
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所管事務調査他

道内所管事務調査　議員研修道内所管事務調査　議員研修

平成 26 年度石狩町村議会議員研修会（新篠津村　6月 23 日）

平成 26 年度北海道町村議会議員研修会（札幌市　7月 4日）

議会運営委員会道内所管事務調査（遠軽町、和寒町、美瑛町　5月 14、15 日）

テーマ　　・議会運営、改革について

　　　　　

　　　　　　 ・議会基本条例について

　石狩町村議会議長会主催の

当別町議会と新篠津村議会合

同の議員研修会が開催され、石

狩振興局地域政策部長川島尚

樹氏を講師とした「石狩振興

局における地域政策について」

の講演が行われました。

遠軽町の研修で挨拶する

岡野副委員長

美瑛町の議場和寒町での研修

講師の川島地域政策部長 研修のようす

札幌コンベンションセンターで全道研修会

　北海道町村議会議長会主催による、議員研修会が開催され、法政大学教授廣瀬克哉氏

「議会改革これから」と読売新聞特別編集委員橋本五郎氏「これからの日本の政治」の

講演が行われました。
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定例会開催予定　次回の当別町議会定例会は 9月 9日から予定しています。

編　集　後　記

 　6 月定例会で、議員定数を定める条例が議員提案
され、賛成多数で可決し、平成 27 年から議員定数
を現行の 17 名から 2 名削減し、15 名にしました。
昨年から議会改革推進協議会において、議会改革の
議論が交わされ、開かれた議会とするために、さら
に議員の資質の向上をはかり、広く町民の意見を聴
取し、民意の反映に向けて努めなければならないと
思っております。
　今後、急速な少子高齢化社会や人口の減少など、
私達の取り巻く環境は、厳しさを増しています。ま

た議員１人当たりの責務の重さを痛感しているとこ
ろであり、町民の信頼に応え、町民の知恵を集めな
がら町民と一致協力して、魅力あるまちづくりを目
指してまい進して行きましょう。　　　　

　

議会広報特別委員会

　　　　　　　　　　　委　員　古　谷　　陽　一

Ｈ 26.5.13

Ｈ 26.5.14

　　～ 15

Ｈ 26.5.16

Ｈ 26.5.19

Ｈ 26.5.20

Ｈ 26.5.23

Ｈ 26.5.29

Ｈ 26.6. 3

Ｈ 26.6. 8

Ｈ 26.6.10

Ｈ 26.6.11

議会改革推進協議会役員会　

議会運営委員会道内視察研修

（遠軽町、和寒町、美瑛町）

幕別町議会行政視察　

産業厚生常任委員会　総務文教常任委員会

議会運営委員会　議員協議会

平成 26 年第２回臨時会

山形県議会行政視察

会派代表者会議　議会運営委員会

会派代表者会議　議会運営委員会　

北海道森づくりフェスタ 2014 植樹祭

議会運営委員会　議員協議会

平成 26 年第 3 回定例会　

産業厚生常任委員会

総務文教常任委員会

議会改革推進協議会役員会

Ｈ 26.6.12

Ｈ 26.6.13

Ｈ 26.6.23

Ｈ 26.6.24

Ｈ 26.6.30

Ｈ 26.7. 1

Ｈ 26.7. 4

Ｈ 26.7. 7

Ｈ 26.7.15

Ｈ 26.7.17

Ｈ 26.7.22

Ｈ 26.7.25

Ｈ 26.7.30

平成 26 年第 3 回定例会

平成 26 年第３回定例会

議会改革推進協議会　議会広報特別委員会

石狩町村議会議員研修会

宮城県利府町議会行政視察

東京都東村山市議会行政視察

議会広報特別委員会

全道町村議会研修会

議会広報特別委員会　

議会広報特別委員会

岩手県一関市議会行政視察

福井県若狭地方町村議会議長会行政視察

議会広報特別委員会　

長野県駒ヶ根市議会行政視察

議会のうごき（平成 26 年 5 月～ 7月）

森林・林業・林産業活性化推進当別町議会議員研修会（当別町　6月 8日）

　道民の森で行われた北海道

森づくりフェスタ 2014 植樹祭

に参加し、シラカンバ、ミズ

ナラ、アカエゾマツ、ハルニ

レなどを植樹しました。

雨の中の植樹となりました 多くの方が植樹に参加


